
 令和２年度新入生から加悦谷高校と宮津高校が学舎制となり、宮津天橋高等学校

がスタートしました。それぞれの学校の歴史と伝統を引き継ぐとともに、部活動、学校

行事の一部、遠隔教育システム等、両学舎で一緒に活動を始めています。令和３年

度からは部活動の公式試合も同じチームとして参加します。 

 現中学２年生は宮津天橋高校３期生となり、令和４年度入学後は１年生から３年生

までが宮津天橋高校生となります。両学舎で、ともに新しい学校づくりを行いましょう！

新しい制服、新しい校歌、校旗、校章となった宮津天橋高校の歴史をともに刻んでい

きましょう！それぞれの学舎の特色を活かしながら、切磋琢磨することで、これからの

時代を生き抜くために必要な「納得解」をみんなで考えていく高校生活にしましょう！ 

 加悦谷学舎では、学習はもちろんのこと、与謝野町と連携し、地域貢献、探究活動を

多く取り入れています。学びの場を教室の外にも広げ、地域の課題を知り、社会に出たときに直面する「答えのない問い」に取り組むことに

より、学びを深めるとともに、社会性を豊かにし、地域への愛着も育んでいきます。宮津天橋高校加悦谷学舎で待っています。 

学校長からのメッセージ 
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第72回卒業証書授与式 

３ 
月１日(月)、第72回加悦谷高等学校卒

業証書授与式を挙行しました。天候に

も恵まれ、温かい日差しに包まれまし

た。当日は卒業生全員が出席し、級友と過ごす

最後の時間を楽しみました。新型コロナウィルス

感染症拡大防止の観点から、保護者や来賓の

方々には人数制限に御協力いただきました。 

 卒業式後、最後のホームルームでは、一人一

人の生徒が担任から卒業証書を受け取り、クラ

スメイトや担任への感謝の言葉、それぞれの道

への意気込み、これまでの学校生活の振り返り

などをクラスメイトと担任に述べていました。中に

は感極まって涙する生徒もいました。 

 最後の１年間は新型コロナウィルス感染症の

影響で、部活動の各公式戦が無くなってしまった

り、緊急事態宣言により学校が休業になるなど

例年にない事態が多く、世の中の動きに翻弄さ

れてしまう場面も多々ありました。だからこそ「こ

れからどうしていきたいのか」を自ら決断していく

強さが求められましたが、卒業生全員がしっかり

自分の将来と向き合い、勉強や部活動をはじ

め、学校行事などで学校全体を引っ張りながら

自分の進路を掴みとりました。 

 卒業生の皆さん、御卒業おめでとうございま

す！ 

宮 津 天 橋 高 等 学 校 
加 悦 谷 学 舎 

一 人 一 人 の 可 能 性 を 伸 ば す 

加 悦 谷 高 等 学 校 

各 
部活動では、卒業生の卒

業を祝うための送別会が

行われました。 

 下級生が卒業式中に教室の飾りつけ

などの準備を行っていました。 

 送別会では、卒業する先輩に、花束

や記念品を贈呈したり、涙ながらに感

謝のメッセージを伝えたりして、最後の

時間を過ごしました。 

【部活動】 送別会 

＜送別会の準備をする１、２年生＞ 

＜各クラスの卒業生(左上３年１組、右上３年２組、左下３年３組)と第３学年団(右下)＞ 
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【2年生】 就職ガイダンス 

学 校 長 か ら の メ ッ セ ー ジ 

２ 
学期以降、第２学年は進路を実現させるために面談、進路学習や就

職ガイダンスなど、進路に向けての準備が本格的に始まっています。

その一環として、２月10日(水)、就職希望者に向けに、地域の経営者

の方にお越しいただき、「働くとは～高校生に求めること～」と題して 就職ガイダ

ンスを行いました。講師として、弥次喜多 店主 公手 弥 様と山城建設株式会社 

代表取締役 山城 甲太郎 様の２

名の方にお越しいただきました。 

 公手様からは、「格好いい大人

になってほしい」と話を切り出さ

れ、当たり前のことを当たり前に

できるようになってほしいこと、分

からないことは遠慮なく聞くようにすることなど明日からでもすぐにできることを教えていた

だきました。山城様からは、「仕事とは“自分の才能を表現すること”」であることを伝えて

いただくとともに、自分の価値観を知っていくこと、その為にたくさん色々なことを経験し

てたくさん失敗してほしいとのメッセージをいただきました。 

 ガイダンスを聞いた生徒からは「今から、能力を増やして、面接や自分をアピールできる時に色々引き出せるような人になりたいと強く思

いました。」などの感想を述べていました。 

本 
校は、京都フロン

ティア校に指定さ

れています。今年

度は新型コロナウィルス感染症

拡大防止の観点から、発表の様

子を動画撮影し、オンラインによ

る公開発表の形態をとりました。

今年度は、地域開放型スポーツ

クラブ「ジラソーレ与謝」の活動についての発表で、活動の中でも、生徒が

小中学生に指導している陸上教室での様子を発表しました。発表の中では

小中学生に指導者として、教える側に回った生徒にも気づきや学びがあ

り、進路や職業意識が向上したことを報告しています。 

 詳しい報告内容は、動画でも紹介しています。HPをぜひご覧ください！  

＜弥次喜多 公手 弥 様＞ 

フロンティア校 研究報告発表会(撮影) 
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芸 
術科目や文化系の部活動の1年間の活動発表の

場として、２月20日(土)、加悦谷展を開催しました。 

 美術部や書道部からはこれまで制作した作品を

中心に活動の軌跡が展示され、美術や書道の時間で制作した

生徒たちの作品とともに展示されました。また、１，２年生の総合

的な探究の時間で取り組んだ成果も展示されました。後半で

は、アスリートコースの取組紹介動画、吹奏楽部の演奏動画や

合唱部の中庭ライブを鑑賞しました。 

 新型コロナウィルス感染症拡大防止により、規模を縮小して行

うこととなりました

が、芸術に触れる

貴重な時間となりま

した。 

加悦谷展 

＜山城建設株式会社 山城 甲太郎 様＞ 

＜展示物を鑑賞する

生徒(上)、展示会場

の様子(右)＞ 

学 校 長 か ら の メ ッ セ ー ジ 初 
取材として、 2月24日(水)

に京の名工、茂籠龍一郎

様の仕事場にお邪魔して

きました。詳しくは与謝野町のHPや与謝

野町のFacebookページをご覧ください！ 

＜作品を触らせていただきました➡＞ 

【よさの高校生広報室＠みらい】 初取材 

＜研究成果を報告する生徒＞ 


